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	カタログ番号: AMM81832
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、AMP活性化プロテインキナーゼ（AMPK）の触媒サブユニットです。AMPKは、α触媒サブユニットと非触媒βサブユニットおよびγサブユニットからなるヘテロ三量体です。AMPKは、細胞のエネルギー状態を監視する重要なエネルギー感知酵素です。細胞の代謝ストレスに反応してAMPKは活性化され、脂肪酸とコレステロールのde novo生合成の制御に関与する重要な酵素であるアセチルCoAカルボキシラーゼ（ACC）とβ-ヒドロキシβ-メチルグルタリルCoA還元酵素（HMGCR）をリン酸化して不活性化します。マウスにおけるこのサブユニットの研究では、この触媒サブユニットが全身のインスリン感受性を制御し、虚血時の心筋エネルギー恒常性の維持に必要であることが示唆されています。
	研究分野
	オートファジー、Wntシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HEK293（1）およびCOS7（2）細胞溶解物に対するPRKAA2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	マウス肝臓(1)PC-12(2)NIH/3T3(3)NRK(4)C2C12(5)C6(6)細胞溶解物に対するPRKAA2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	PRKAA2マウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PRKAA2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PRKAA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PRKAA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PRKAA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋マウス腎臓の免疫組織化学分析。
	

	PRKAA2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ラット腎臓の免疫組織化学分析。

